
 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 29年 1月 1日発行 

介護老人福施設・短期入所生活介護 

通所介護・訪問介護・訪問入浴介護 

居宅介護支援・在宅介護支援センター 

〒871-0821築上郡吉富町大字幸子 803番地の 1 

ｔｅｌ 0979-23-6111 

鳳 寿 園 だ よ り 

吉富鳳寿園開設 20周年 
 地域ふれあい感謝祭のお礼 

 

 去る平成 28 年 10 月 16 日、当園では地域ふれあい感謝祭を開催いたしました。

当日の早朝は天候が悪く心配をしておりましたが、おかげさまで開催中は天候に恵

まれ 450名を超える方々にご来園いただき、盛大に執り行うことができました。混

雑に紛れ行き届かない点も多々あったかと存じますが、何卒お許しください。 

つきましては、この場をお借りし皆様方にお礼を申し上げますとともに、今後も

吉富鳳寿園をよろしくお願いします。 

 



 

  

施
設
長 

新
年
の
挨
拶
（平
成
二
十
九
年
） 

 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
ご
利
用
者
、
ご
家
族
を
は
じ
め
、
地

域
住
民
の
皆
様
、
行
政
関
係
者
の
方
々
よ
り
温
か
い
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
開
設
二
十
周
年
記
念
式
典
・
地
域
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭
に

お
い
て
は
多
く
の
方
々
に
ご
来
園
い
た
だ
き
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
大

過
な
く
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
政
府
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
（
二
〇
二
〇
年
度
）
を
国
際
公
約
に

掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
実
現
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
財
務
省
は
、
今
年
度
予
算
に
お
け
る
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
五
千
億

円
以
内
に
抑
え
、
医
療
・
介
護
の
利
用
者
負
担
の
見
直
し
や
軽
度
者
に
対
す
る
生
活
援

助
（
訪
問
介
護
）
を
給
付
対
象
外
に
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
倍
首
相

は
、
昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
未
来
投
資
会
議
に
お
い
て
、
人
口
知
能
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
と
と
も
に
自
立
支
援
を
よ
り
重
視
し
、
要
介
護
度

が
改
善
す
れ
ば
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
と
発
言
し
て
お
り
、
次
期
介
護
報
酬
改
定
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
加
え
て
厚
労
省
は
徹
底
し
た
「
見
え
る
化
」
を
進

め
、
地
域
格
差
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
医
療
費
や
介
護
費
、
要
介
護
認
定
率
の
是
正
に
つ

な
げ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。 

厚
労
省
が
推
進
し
て
き
た
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
地
域
再
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
徐
々
に
浸
透
し
て
お
り
、
福
祉
に
関
心
が
低
い
政
治
家
で
さ
え
「
地
域
包
括
ケ
ア
の

充
実
」
と
言
え
ば
さ
ま
に
な
る
よ
う
な
状
況
で
す
。
そ
も
そ
も
地
域
包
括
ケ
ア
と
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
医
療
・
介
護
・
予
防
と
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
提
供
さ
れ
る
体

制
を
国
ベ
ー
ス
で
は
な
く
自
治
体
ご
と
に
構
築
す
る
こ
と
で
す
が
、
高
齢
者
が
急
増
す
る

都
市
部
と
人
口
自
体
が
減
少
傾
向
に
あ
る
地
方
で
は
状
況
が
異
な
り
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
も
あ
る
だ
け
に
、
地
域
行
政
の
福
祉
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
助
・

互
助
・
共
助
・
公
助
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
が
、
軽
度
者
に
対
し
て
は
自
助
と
互
助
を
主
と

す
る
こ
と
で
、
共
助
や
公
助
に
係
る
費
用
を
抑
制
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
共
生
社
会
や
介
護
予
防
の
重
要
性
を
説
く
と
と
も
に
負
担
増
を
示
す
こ
と
で
、

早
い
段
階
で
の
住
民
参
加
を
促
す
こ
と
は
政
策
的
に
も
正
し
く
、
自
立
支
援
は
財
政
面

だ
け
で
な
く
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
は
誰

も
が
望
む
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

当園のさらに詳しい情報はこちら！ 

社会福祉法人 緑風会 公式ホームページ  http://ryokuhu-k.jp/ 

ご意見等ございましたら、ホームページの"お問い合わせ"からお申し付け

ください。 
 

 

し
か
し
な
が
ら
、
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
私
ど
も
福
祉
従
事
者
の
使
命
の

一
つ
で
あ
り
、
要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
が
あ
た
か
も
社
会
悪
と
さ
れ
る
よ
う
な
風
潮
は

避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、
一
定
以
上
の
所
得
者
は

二
割
負
担
と
な
り
、
介
護
保
険
施
設
等
に
お
け
る
食
費
、
居
住
費
の
補
足
給
付
も
厳

格
化
さ
れ
ま
し
た
。
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
選
挙
前
の
響

き
の
良
い
言
葉
で
は
な
く
、
時
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
か
ね
な
い
政
策
を
国
民
に
示
し
、
理
解

を
求
め
る
勇
気
あ
る
政
治
が
望
ま
れ
ま
す
。
特
に
第
三
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
し
な
い

ま
ま
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が
高
齢
者
と
な
る
二
〇
四
〇
年
問
題
は
一
層
深
刻
で
す
。
私
た
ち

は
子
や
孫
の
将
来
を
見
据
え
、
今
一
度
、
給
付
と
負
担
及
び
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

一
方
、
公
正
取
引
委
員
会
が
特
養
へ
の
参
入
規
制
の
緩
和
と
社
会
福
祉
法
人
へ
の
課

税
に
つ
い
て
言
及
す
る
な
ど
、
依
然
、
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
イ
コ
ー
ル
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
論
は
燻
っ
て
お
り
ま
す
。
福
祉
を
聖
域
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
格
差
社
会

と
言
わ
れ
る
今
日
に
お
い
て
、
福
祉
は
正
に
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す
。
鳴
り
物
入

り
で
介
護
業
界
に
進
出
し
、
全
国
展
開
を
図
っ
た
コ
ム
ス
ン
な
ど
の
営
利
企
業
が
そ
の
後

ど
う
な
った
の
か
は
ご
存
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
単
に
市
場
原
理
を
導
入
す
れ
ば
良
い
と
い

う
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

し
か
し
な
が
ら
、
以
前
、
厚
労
省
職
員
か
ら
「
今
や
社
会
福
祉
法
人
ら
し
か
ら
ぬ
社

会
福
祉
法
人
も
存
在
す
る
」と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
社
会
福
祉
法
人
の
存
在
意
義
が

強
く
問
わ
れ
て
お
り
、
今
般
の
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
を
踏
ま
え
、
私
ど
も
も
襟

を
正
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
ご
利
用
者
、
ご
家
族
お
一
人
お
一
人
に
分
け
隔
て
な

く
接
し
、
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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さて、今年もこの季節がやってまいりました。9月・10月と吉富町では毎年この時期に秋の実

りへの感謝として神輿行列が町内を周り、当園でも舞を披露してくださります。 

お神楽が始まると利用者も職員も釘付けです。鬼が園庭を駆け回り利用者一人一人と握手を

し、鬼の棒で頭を撫でると皆様から笑顔がこぼれました。暴れる鬼はやがで神様に退治され、心

を入れ替え、めでたしめでたし。最後は迫力満点のお神輿がおなじみ「わっしょい、わっしょい」

の大きな掛け声で庭を一周し、本日最高潮の盛り上がりを見せました。夏の暑さが長引く中で、

秋を感じる一日となりました。皆様にたくさんのご利益がありますように。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉富レディース 

11 月 9 日は地域で活躍されております吉富レディー

スの方々が来園し、大勢の利用者の前で歌、踊り、体操

などを披露してくださいました。 

ホールに響く素敵な歌声に酔いしれ、美しい舞踊に

見入ってしまいます。また、一緒に朝の連続テレビ小説

「あさがきた」の主題歌で体操をし、童謡「七つの子」

などを歌いました。最後は利用者とレディースの方が

入り混じっての炭坑節です。 

終わってからは会場のあちこちで「あなたの踊りが

よかったよ」「また会いましょうね」など利用者とレデ

ィースの方の会話が聞こえ、たくさんの元気を貰った

一日となりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

吉富小学校 4年生交流会 

10 月 24 日、27 日の 2 日間、吉富小学校の 4

年生との交流会がありました。 

最初は歌やリコーダーでの演奏、元気いっぱ

いのダンスを披露してくれました。後半は小学

生と利用者が一緒になってゲームをしました。

風船バレーで風船を上げようと椅子から乗り出

し楽しむ姿、魚釣りで大きな魚を釣ってピース

する姿などがあり、会場のいたる所で歓声があ

がりました。最後は一緒に「紅葉（もみじ）」を

歌い、楽しいひと時を過ごしました。 

吉富ジュニアスポーツアカデミー交流会            

12 月 27 日は吉富ジュニアスポーツアカデミー

の子ども達が訪れ利用者といろいろなスポーツを

楽しみました。 

子ども達に「ボーリングをしませんか」「向こう

で一緒にやりましょう」など誘われて、利用者はあ

っちへこっちへ引っ張りだこです。つい夢中にな

って思わず車椅子から立ち上がる利用者も居たり

し職員達をはらはらさせる場面も再々ありまし

た。皆さんたくさん動かれて、この日のご飯はいつ

もより美味しく感じられたのではないでしょう

か。寒さがより一層増してくる中で、体も心もぽか

ぽかと温まる素敵な日となりました。 

 11月 3日はＲＵＮ伴（ランとも）に参加しました。Ｒ

ＵＮ伴とは認知症の人と共に生きる社会を目指し、認知

症の人や家族、支援者、地域住民が日本各地を少しずつ

リレーしながらタスキをつなぎゴールを目指すイベン

トです。 

当園からは 3 人の代表者が三毛門のセブンイレブン

から吉富フォーユー会館までを走りました。当園を含め

て 16 人のランナーがお揃いのオレンジ色の T シャツを

着てその区間を走り、50人以上の応援者に迎えられゴー

ルテープを切りました。多くの参加者に見守られる中、

無事に次の大分県へとタスキを渡すことができました。 

 

 


